




















































































































































































































































フ な ’つ ているの
かを見直してみる。その際，衣(Clothing),食(Food),住(Shelter),その他(Other
things)の観点から1つ選び，マインドマップを作成することで情報を整理する。
⑨"Whatwillyou dotosavetheenvironment?"という課題を受け， ~マインド ~マツ
プの中から環境保護のために，自分が何かできる可能性のあるものに赤丸をつけ，
日本語と英語で書く。（宿題）
･代表生徒の英語を読むことで，環境に関する英語表現を学ぶと共に，既習事項で自分の考
えを表すことができることを学ぶ0
（2）相手の持ち物を見て「～に見える」と表現することを学ぶ。また，本文を通して世界と自
分との関わりについて考える。
（3）誕生日などに誰に何をあげるかをgiveを使って表現する。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅲ有限性…将来世代のために，有限な自然環境がどんどん破壊されていることに歯止めをかけ
ないといけないこと。
V相互性…地球に住む入みんなが，大きな一つの家族の一員としてかかわっていること。
（2）能力・態度
④未来像を予測して計画を立てる力
⑦多面的・総合的に考える力
【教科の目標（評価規準）】
自分の好きなこと等ついて動名詞を使って表現することができる。／相手の様子を見
て「～に見える」と的確に表現できる。／誰に何をあげるか等をgiveを使って適切に
表現できる。
初歩的な英語を用いて，自分の考えを書くことができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野リサイクル
②教科技術・家庭（家庭分野）
③題材「わたしのアクション」（衣生活と自立）（家庭2年）
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2年英語科6月9日実施ESD実践事例【人権】社会参画
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4ESDとの関連
（1）構成概念
V連携性…持続可能な社会の維持のために，お互いの連携や協力が必要であり，一人一人の積極的な姿勢が大切
であること
（2）自助・態度
⑦進んで参加する態度
【教科の目標（評価規準）】
より良い生活のために「自分がしなければならないこと」，より良い社会のために「誰もがしなければならない
こと」を，必要に応じてmustやhavetoを用いながら書くことができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野社会参画，人権
②教科社会
③題材「人権」「国民の義務」（3年公民分勤
－132－
1題材名qlalWWalk
2ねらレ 、
｢しなければならない」義務や必要性について自分の考えを表現することができる。
･チャリティーの意義について知り，自分たちも社会に貢献することができることを感じることができる。
ESD実践事例【その他】17-1:言語 2年英語科7月9日実施
1題材名ThePillow
2ねらい
･それぞれの語句の意味を知り，本文の内容を理解することができる。
･物語の背景や登場人物の行動，心情などを推測し,物語が始まる前の話を書くことができる。
3学習活動
（1）ブレーンストーミングをする。
｢博士はなぜマクラを作ろうと思ったのか」教師からの問いかけに，日本語で自由に意見を言う。
･教師が黒板に意見を書き英語で書きかえるのを見て，英語の表現を知る。
（2）「物語が始まる前の話」を書く。
ワークシートに自分が考えた話を書く。
自分が書いた話を音読する。
．隣の人とお互いに読み合い，文法的な誤りや分かりにくい表現を直す。
（3）「物語が始まる前の話」を読み合う。
4～5人のグループを作り，順番に読む。
何人かの生徒が全体の前で読むのを聞く。
･感想や学んだことを日本語で書く。
◎問題解決場面
目標「物語が始まる前の話を自分で考えて書くことができる」
･物語の背景や登場人物の行動，心情を推測し教科書本文が始まる前の話を書く。
書いたものを友達と交換して読み合う。
（4）生徒の感想
日本語と比較して英語を学べたので，日本語の特徴とともに，英語の文章を読む力がとてもつきました。
日本語で書かれた「新発明のマクラ」と，英語で書かれたc6ThePillow''では，話は同じでもところどころの表現
が違って，比べてみて面白かった。
｢新発明のマクラ」と ， 66ThePillow''を国語英語で読んで，短いけれど笑えるところがあっておもしろいなあと
思った。
4ESDとの関連
（1）構成概念
V連携性…自分の考えを話したり人の考えを聞いたりすることで，異なる価値観があることを知り，
それらを受け入れたり異なる視点から考えたりすることが大切であるということ。
（2）能力・態度
④コミュニケーションを行う力
【教科の目標】
物語文を通して読み，内容を理解する中で英語特有の表現に触れ，日本語との差異に気付くことがで
きる0
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野その他，言語比較
②教科国語
③題材「新発明のマクラ」（2年）
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’ESD実践事例【環境】7-1:言語
1題わ 名CanAnyOne HearMe？
』H仁
語り
3学習活動
耗問に思ったこ
乍若の黄図を祥
（1）物語の内容理解
第1時
2年英語科11月17～21日実施
弓吾C
物語を三つの部分に分け，その内の最初の場面を黙読する。朗読を聞く。
･順序がバラバラになっている文章を本文に合うように並べ替える。
･英語の質問に答える。
単語，本文の音読練習をする。
第2時
二つ目の場面を黙読する。朗読を聞く。
TFの質問に答える。
単語，本文の音読練習をする。
（2）物語を読んで疑問文を書く。
疑問に思ったことを自由に言う。
自分が疑問に思ったことを1～2文 ， 英語で書く。それに対する自分の考えを書く。
（3）物語の続きを予想する。
第3時
前時までに読んだ物語を黙読する。朗読を聞く。
自分たちが考えた疑問文（教師がまとめたもの）に対して自分の考えを書く。
ペアで考えを言い合う。全体で発表し合う。
･物語の続きはどうなると思うか。1～3文で書く。
グループでお互いの文を読み合う。全体で発表する。
･物語の最後の場面を黙読する。朗読を聞く。
･感想や学んだことを日本語で書く。
◎問題解決場面
目標「物語を読んで疑問文を書いたり，物語の続きを予想したりして書くことができる」
･物語の背景や作者の意図を推測し,物語の続きを予想して書く。
書いたものを友達と交換して読み合ったり，考えを言い合ったりする。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅵ責任性…我々が住む地域や国の環境は，我々自身が指標を持って行動し，守っていく
責任があるということ。
（2）能力 ● 態度
②未来像を予測して計画を立てる力
【教科の目標】
物語を読んで質問文を作ったり，物語の続きを予想したりすることで本文を深く理解しよ
うとする意欲を持たせることができる。又 ， 自分の考えを書いたり，人に話したりすること
を通して外国語を表現する能力を育成することができる。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野環境，言語
②教科国語
③題材「おーいでてこ－い」（2年）
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’
ESD実践事例【環境】10-3:エネルギー資源 3年英語科11月21日実施
1題材名PROGRAMSCleanEnergySources
2ねらい
環境問題（地球温暖化防止）について，これから自分ができることは何か，自分の意見や考えを英語で述べる
ことができる。
3学習活動
1.Review
･前時にどの発電方法について，自分の考えを書いたか確認する0
[wavepower/geothermalpower/windpower/solarpower]
<その他:thermalpowex;waterpower;nuclearpower＞
･今後私たち（日本）はクリーンエネルギーを使っていくべきか，なぜそう思うのか述べる。
雄蒜胤話6髄きざ鑑§n甚龍…ﾉ…§誰碓苣iiSi乞五孟自五f…ﾌ…錨亙撒臘孟E薑……………
stopclimatechange/notgiyeoHCO2(greenhousegases)/nmtedhssnf'els;
●●･■･･････●申･●●｡①･･･◆･巳・De■･■･･･、･･｡■巳・■■･岳■･･･■･･････D・････●●申●◆C･･･■･･･■･･■････■・・■・・D･･･■･････｡･･◆･･｡･･･0．00･･･････■･･･■｡｡■｡｡･･｡■■｡､･･･■■･･･■･･･G･■■･･･････◆･0･･･自・｡■・・､■･岳■■･･･････o･･････◆
2．ImroductionofTbdaySclass
（1）ツバルの現状を聞いて，環境問題について考える。
｢地球温暖化，しずみゆく楽園ツバル」写真・文山本敏晴αWPO法人地球船地球号）
(課題)"Whatcanwedotostoptheglobalwarmlngandhelpmlvalu?"
～ツバルの中学生に「自分の取り組み」についてのメッセージを送ろう。 ～
（2）ワークシートStep 1
ペアで自分が「できること」「すべきこと」や「これからすること」についてお互いに言い合う。
（3）ワー クシー トStep2
マインドマップで自分の考えを深める。
（4）ワー クシー トStep3
ツバルの中学生へのメッセージを3，4文の英語で言えるように，考えを書く。
（5）ワー クシー トStep4
グループで発表し，助言・感想を伝え合う。
3．Consolidation
数名の生徒がクラス全体に発表する。
4.CIosmg
･EnglishLearningJournalを書いて，振り返りをする。
4ESDとの関連
（1）構成概念I多様性Ⅵ責任性
さまざまな発電方法やその問題点を知り，エネルギー や環境問題について考える。（多様I生）
環境問題から，これから自分がすべきことやできることを考え，発信していく。（責任性）
（2）態度・能力
②未来像を予測して計画を立てる力
地球温暖化の防止のために，これからの生活の中で，自分がすべきことを考え，発表できる。
（3）親才の「つながり」
①ESDとの関連環莞
②教科社会
③題材資源・エネルギー問題
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